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幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育所保育指針、中央説明会資料 

（保育所関係資料）７２～９４ページを抜粋 

 

（２） 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

次に示す「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示すねらい及び内容に基づく保育活

動全体を通して資質・能力が育まれている子どもの小学校就学時の具体的な姿であり、保育士等が指導

を行う際に考慮するものである。 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、第２章に示すねらい及び内容に基づいて、各保育所で、

乳幼児期にふさわしい生活や遊びを積み重ねることにより、保育所保育において育みたい資質・能力が

育まれている子どもの具体的な姿であり、特に卒園を迎える年度の後半に見られるようになる姿である。

なお、ここでいう卒園を迎える年度とは、小学校就学の始期に達する直前の年度を指すものである。 

保育所の保育士等は、遊びの中で子どもが発達していく姿を「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を念頭に置いて捉え、一人一人の発達に必要な体験が得られるような状況をつくったり必要な援助を行

ったりするなど、指導を行う際に考慮することが求められる。 

実際の指導では、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達すべき目標ではないことや、個別に

取り出されて指導されるものではないことに十分留意する必要がある。もとより、保育所保育は環境を

通して行うものであり、とりわけ子どもの自発的な活動としての遊びを通して、一人一人の発達の特性

に応じて、これらの姿が育っていくものであり、全ての子どもに同じように見られるものではないこと

に留意する必要がある。また、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は卒園を迎える年度の子どもに

突然見られるようになるものではないため、卒園を迎える年度の子どもだけでなく、その前の時期から、

子どもが発達していく方向を意識して、それぞれの時期にふさわしい指導を積み重ねていくことに留意

する必要がある。 

さらに、小学校の教師と「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手がかりに子どもの姿を共有す

るなど、保育所保育と小学校教育の円滑な接続を図ることが大切である。その際、「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」は保育所の保育士等が適切に関わることで、特に保育所の生活の中で見られるよう

になる子どもの姿であることに留意が必要である。保育所と小学校では子どもの生活や教育の方法が異

なっているため、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」からイメージする子どもの姿にも違いが生じ

ることがあるが、保育士等と小学校教師が話し合いながら、子どもの姿を共有できるようにすることが

大切である。（４（２）小学校との連携を参照） 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は、保育所保育を通した子どもの成長を保育所保育関係者

以外にも、わかりやすく伝えることにも資するものであり、各保育所での工夫が期待される。 

 

ア 健康な心と体 

保育所の生活の中で、充実感をもって自分のやりたいことに向かって心と体を十分に働かせ、見通し

をもって行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出すようになる。 

 

健康な心と体は、領域「健康」などで示されているように、他者との信頼関係の下で、自分のやりた



2 

 

いことに向かって伸び伸びと取り組む中で育まれていく。なお、健康な心と体は、領域「健康」のみで

育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれることに留意する

必要 がある。 

子どもは、保育所の生活において、安定感をもって環境に関わり、自己を十分に発揮して遊びや生活

を楽しむ中で、体を動かす気持ちよさを感じたり、生活に必要な習慣や態度を身に付けたりしていく。

卒園を迎える年度の後半には、こうした積み重ねを通して、充実感をもって自分のやりたいことに向か

って、繰り返し挑戦したり諸感覚を働かせ体を思い切り使って活動したりするなど、心と体を十分に働

かせ、遊びや生活に見通しをもって自立的に行動し、自ら健康で安全な生活をつくり出す姿が見られる

ようになる。 

この頃の子どもは、保育所の生活の中で、ある程度時間の流れを意識したり、状況の変化を予測した

りして、見通しをもって行動するようになる。 

例えば、「今日の片付けの時間までに、全部の段ボール箱の色を塗っておけば、明日の遊園地づくりに

間に合う」とか、「ここは、小さいクラスの子が通るので、ぶつかると危ないから場所を変えよう」など、

遊びの目的に沿って、時間をうまく使ったり、場所を選んだりして、自分たちで遊びを進めていく。時

には、夢中になって、あらかじめ決めたことを忘れたりすることもあるが、そのようなことを重ねなが

ら、声をかけ合ったり自分で気を付けたりして見通しをもって行動しようとするようになる。保育所内

の様々な場所で遊具等を活用しながら、思い切り体を動かしたり様々な動きを楽しんだりするとともに、

必要な時に休息をとるようにもなる。また、衣服の着脱、食事、排泄などの生活行動を自分で行うこと

の必要性や、いつどのように行うかなどが分かり、病気にならないように手洗いやうがいを丁寧にした

り、健康のために大切だと感じて、食べ物などのことにも関心をもちつつ、友達と楽しく食事をしたり

するなど、体を大切にする活動を進んで行うようになる。さらに、避難訓練を行う中で、災害などの緊

急時の適切な行動が分かり、状況に応じて安全な方法で行動をとろうともする。 

保育士等は、保育所の生活の流れ、保育所内の様々な場所や遊具、保育士等や友達など、それぞれが

子どもにどのように受け止められ、いかなる意味をもつのかについて捉え、子どもの主体的な活動を促

す環境を確保することが必要である。その上で、子どもが自ら体を動かし多様な動きを楽しむことや、

よりよい生活のために必要な行動を子どもの必要感に基づいて身に付けていくことなど、発達に即して

子どもの必要な体験が得られるよう工夫していくことが求められる。その際、健康で安全な生活のため

に必要なことを、クラスで話題にして一緒に考えてやってみたり、自分たちでできたことを十分に認め

たりするなど、自分たちで生活をつくりだしている実感をもてるようにすることが大切である。また、

交通安全を含む安全に関する指導については、日常的な指導を積み重ねることによって、自ら行動でき

るようにしていくことが重要である。 

こうした幼児期の経験は、小学校生活において、時間割を含めた生活の流れが分かるようになると、

次の活動を考えて準備をしたりするなどの見通しをもって行動したり、安全に気を付けて登下校しよう

としたりする姿につながる。また、自ら体を動かして遊ぶ楽しさは、小学校の学習における運動遊びや、

休み時間などに他の子どもと一緒に楽しく過ごすことにつながり、様々な活動を十分に楽しんだ経験は、

小学校生活の様々な場面において伸び伸びと行動する力を育んでいく。 
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イ 自立心 

身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、しなければならないことを自覚し、自分の力

で行うために考えたり、工夫したりしながら、諦めずにやり遂げることで達成感を味わい、自信を持っ

て行動するようになる。 

 

自立心は、領域「人間関係」などで示されているように、保育所の生活において、保育士等との信頼

関係を基盤に自己を発揮し、身近な環境に主体的に関わり自分の力で様々な活動に取り組む中で育まれ

る。なお、自立心は、領域「人間関係」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基

づく活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、身近な環境に主体的に関わり様々な活動を楽しむ中で、信頼する保育士等に支えられなが

ら、物事を最後まで行う体験を重ね、自分の力でやろうとする気持ちをもったり、やり遂げた満足感を

味わったりするようになる。卒園を迎える年度の後半には、遊びや生活の中で様々なことに挑戦し、失

敗も繰り返す中で、自分でしなければならないことを自覚するようになる。保育士等や友達の力を借り

たり励まされたりしながら、難しいことでも自分の力でやってみようとして、考えたり、工夫したりし

ながら、諦めずにやり遂げる体験を通して達成感を味わい、自信をもって行動するようになる。 

例えば、生き物の世話などの当番の日は、片付けを早めに済ませて当番活動をするなど、自分がしな

ければならないことを自覚して行動するようになる。また、「自分もこまをうまく回したい」と思うと、

始めはうまくいかなくても諦めずに繰り返し挑戦するようになる。その過程では、友達がこまにひもを

巻く様子を見たりうまく回すやり方を聞いたりして、考え工夫して何度も取り組んだり、保育士等や友

達からの応援や頑張りを認められることを支えにしたりして、できるまで続けることにより達成感を味

わう。子どもはそこで得た自信を基に、大きな板で坂道をつくって回しながら滑らせたりするなど、更

に自分で課題を設定しもっと難しいことに挑戦していく。こうしたことを保育士等や友達から認められ

ることで意欲をもち、自信を確かなものにしていく。なお、こうした姿は卒園を迎える年度の後半に急

に現れるものではなく、いろいろな遊びから自分がやりたいことを自分で選んで行動し、少し難しいと

思うこともやってできた満足感を味わうなどの体験の積み重ねの中で育まれることに留意する必要があ

る。 

保育士等は、子ども一人一人が、自分で活動を選びながら保育所の生活を主体的に送ることができる

ように、その日に必要なことなどをどの子どもも分かりやすいように視覚的に提示するなどの工夫が必

要である。その際、子どもが自分で考えて行動できるよう、ゆとりをもった保育所の生活の流れに配慮

するとともに、子ども一人一人の発達の実情に応じて、その日の流れを意識できるように個別に援助し

ていくことも必要である。また、卒園を迎える年度の後半には、友達から認められることで更に自信を

もつようになることを踏まえ、一人一人の子どものよさが友達に伝わるように認めたり、クラス全体の

中で認め合える機会をつくったりするなどの工夫が重要になる。 

幼児期に育まれた自立心は、小学校生活において、自分でできることは自分でしようと積極的に取り

組む姿や、生活や学習での課題を自分のこととして受け止めて意欲的に取り組む姿、自分なりに考えて

意見を言ったり、分からないことや難しいことは、先生や友達に聞きながら粘り強く取り組んだりする

姿など、日々の生活を楽しく充実することにつながっていく。 
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ウ 協同性 

友達と関わる中で、互いの思いや考えなどを共有し、共通の目的の実現に向けて、考えたり、工夫し

たり、協力したりし、充実感をもってやり遂げるようになる。 

 

協同性は、領域「人間関係」などで示されているように、保育士等との信頼関係を基盤に他の子ども

との関わりを深め、思いを伝え合ったり試行錯誤したりしながら一緒に活動を展開する楽しさや、共通

の目的が実現する喜びを味わう中で育まれていく。なお、協同性は、領域「人間関係」のみで育まれる

のではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれることに留意する必要があ

る。 

子どもは、友達と関わる中で、様々な出来事を通して、うれしい、悔しい、悲しい、楽しいなどの多

様な感情体験を味わい、友達との関わりを深めていく。その中で互いの思いや考えなどを共有し、次第

に共通の目的をもつようになる。卒園を迎える年度の後半には、その目的の実現に向けて、考えたこと

を相手に分かるように伝えながら、工夫したり、協力したりし、充実感をもって子ども同士でやり遂げ

るようになる。 

例えば、卒園が間近になり、子どもから年下の子どもやお世話になった人を招いて楽しい会をしたい

という意見が出されると、クラスの皆で活動するよい機会なので保育士等も積極的に参加して、どんな

会にするか皆で相談したりする。子どもは、それまでの誕生会などの体験を思い出しながら、いつどこ

で何をしようか、来てくれた人が喜んでくれるために飾り付けやお土産はどうするか、会のお知らせを

どうするか、会の進行はどう分担するかなど、必要なことを保育士等や友達と話し合い、互いの得意な

ことを生かすなど工夫して楽しみながら進め、やり遂げた充実感を味わうことができるだろう。 

協同性が育まれるためには、単に他の子どもと一緒に活動できることを優先するのではない。他の子

どもと一緒に活動する中で、それぞれの持ち味が発揮され、互いのよさを認め合う関係ができてくるこ

とが大切である。保育士等は、子どもたちの願いや考えを受け止め、共通の目的の実現のために必要な

ことや、困難が生じそうな状況などを想定しつつ、子ども同士で試行錯誤しながらも一緒に実現に向か

おうとする過程を丁寧に捉え、一人一人の自己発揮や友達との関わりの状況に応じて、適時に援助する

ことが求められる。相手を意識しながら活動していても、実際にはうまくいかない場面において、子ど

もは、援助する保育士等の姿勢や言葉かけなどを通して、相手のよさに気付いたり、協同して活動する

ことの大切さを学んだりしていく。 

幼児期に育まれた協同性は、小学校における学級での集団生活の中で、目的に向かって自分の力を発

揮しながら友達と協力し、様々な意見を交わす中で新しい考えを生み出しながら工夫して取り組んだり

するなど、教師や友達と協力して生活したり学び合ったりする姿につながっていく。 

 

エ 道徳性・規範意識の芽生え 

友達と様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことが分かり、自分の行動を振り返ったり、友

達の気持ちに共感したりし、相手の立場に立って行動するようになる。また、きまりを守る必要性が分

かり、自分の気持ちを調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするよう

になる。 
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道徳性・規範意識の芽生えは、領域「人間関係」などで示されているように、保育所の生活における

他の子どもとの関わりにおいて、自分の感情や意志を表現しながら、ときには自己主張のぶつかり合い

による葛藤などを通して互いに理解し合う体験を重ねる中で育まれていく。なお、道徳性・規範意識の

芽生えは、領域「人間関係」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全

体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、他の子どもと様々な体験を重ねる中で、してよいことや悪いことがあることを分かり、考

えながら行動するようになっていく。卒園を迎える年度の後半には、いざこざなどうまくいかないこと

を乗り越える体験を重ねることを通して人間関係が深まり、友達や周囲の人の気持ちに触れて、相手の

気持ちに共感したり、相手の視点から自分の行動を振り返ったりして、考えながら行動する姿が見られ

るようになる。また、友達と様々な体験を重ねることを通して人間関係が深まる中で、きまりを守る必

要性が分かり、友達と一緒に心地よく生活したり、より遊びを楽しくしたりするために、自分の気持ち

を調整し、友達と折り合いを付けながら、きまりをつくったり、守ったりするようにもなる。 

この頃の子どもは、遊びの中で起きるいざこざなどの場面において、友達の気持ちに共感したり、よ

り楽しく遊べるように提案したりなどして、自分たちで解決したり遊びを継続したりするようになる。 

例えば、大勢でルールのある遊びを楽しんでいる中で、ルールを守っていても負け続けることに不満

を感じた子どもが、気持ちが高じて相手を叩いたことからけんかになり、ゲームが中断する。参加して

いる子どもが集まってきて、それぞれの言い分を聞いている。「負けてばっかりだといやだよね」「だけ

ど、叩いたらだめだよ。今のは痛かったと思うよ」「そっちのチームに強い人が多いから、負けてばっか

りだと思う」「じゃあ、３回やったらチームを変えるのはどう」などと、それぞれの子どもが自分の体験

をもとに、友達の気持ちに共感したり、状況を解決するために提案したりすることにより続ける遊びは、

今までよりも楽しくなっていく。その過程では、自分の行動が正しいと思っていても、話し合いの中で

友達の納得できない思いを受け止めたり、友達に気持ちを受け止めてもらったことで、自分の行動を振

り返って相手に謝ったり、気持ちを切り替えたりするなどの姿が見られる。このような出来事を交えな

がら更に遊び込む中で、より面白くなるようにルールをつくり替えたり、年下の子どもが加われば、仲

間として一緒に楽しめるように特例を作ったりするようになる。 

保育士等はそれまでの子どもの経験を念頭に置き、相手の気持ちを分かろうとしたり、遊びや生活を

よりよくしていこうとしたりする姿を丁寧に捉え、認め、励まし、その状況などをクラスの子どもにも

伝えていくことが大切である。同時に子どもが自分の言動を振り返り納得して折り合いを付けられるよ

うに、問いかけたり共に考えたりし、子どもが自分たちで思いを伝え合おうとする姿を十分に認め、支

えていく援助も必要である。遊びや生活の中で、子ども同士の気持ちのぶつかり合いや楽しく遊びたい

のにうまくいかないといった思いが生じた場面を捉えて適切な援助を行うことが、子どもの道徳性・規

範意識の芽生えを育んでいくのである。 

こうした幼児期の経験は、小学校生活において、初めて出会う人の中で、幼児期の経験を土台にして、

相手の気持ちを考えたり、自分の振る舞いを振り返ったりなどしながら、気持ちや行動を自律的に調整

し、学校生活を楽しくしていこうとする姿へとつながっていく。 

 

オ 社会生活との関わり 

家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、地域の身近な人と触れ合う中で、人との様々な関
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わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつよう

になる。また、保育所内外の様々な環境に関わる中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に基

づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用したりするなど、情報を役立てながら活動するようになる

とともに、公共の施設を大切に利用するなどして、社会とのつながりなどを意識するようになる。 

 

幼児期の社会生活との関わりは、領域「人間関係」などで示されているように、保育所の生活におい

て保護者や周囲の人々に温かく見守られているという安定感や、保育士等との信頼関係を基盤に、クラ

スの子どもとの関わりから保育所全体へ、さらに地域の人々や出来事との関わりへと、次第に広がりを

もっていく。なお、社会生活との関わりは、領域「人間関係」のみで育まれるのではなく、第２章に示

すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、初めての集団生活の場である保育所の生活を通して、保育士等との信頼関係を基盤としな

がら保育所内の子どもや職員、他の子どもの保護者などいろいろな人と親しみをもって関わるようにな

る。その中で、家族を大切にしようとする気持ちをもつとともに、小学生や中学生、高齢者や働く人々

など地域の身近な人と触れ合う体験を重ねていく。卒園を迎える年度の後半になると、こうした体験を

重ねる中で人との様々な関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、自分が役に立つ喜びを感じ、

地域に親しみをもつようになる。 

例えば、保育所に小学生や地域の人々を招いて一緒に活動する中で、相手に応じた言葉や振る舞いな

どを感じ、考えながら行動しようとする。また、地域の商店に買い物に出かけたり、保育所の周りを掃

除したりするなどの機会を通して、地域の人と会話をしたり、「大きくなったね」とか「ありがとう」な

どの言葉をかけてもらったりすることで、子どもは自分が見守られている安心感や役に立つ喜びを感じ

たり、地域に対する親しみをもったりする。 

保育士等は、子どもが相手や状況に応じて考えて行動しようとするなどの姿を捉え、認めたり、クラ

スの話題にして共有したりするとともに、そこでの体験が、保育所内において年下の子どもや保育所に

在籍していない地域の子ども、保護者などとの関わりにもつながっていくことを念頭に置き、子どもの

姿を細やかに捉えていくことが必要である。 

また、卒園を迎える年度の後半には、好奇心や探求心が一層高まり、関心のあることについて、より

詳しく知りたいと思ったり、より本物らしくしたいと考えて遊びの中で工夫したりする中で、身近にあ

るものから必要な情報を取り入れる姿が見られるようになる。 

例えば、地域の祭りなどに家族で参加し、それを保育所で再現して遊ぶことがある。その過程で、ク

ラスの子どもとそれぞれが体験したことや知っていることを伝え合ったり、その祭りに関係する事物の

写真を見て、自分たちで作りたいものを決めたり、より本物らしく工夫する際に活用したりする。時に

は実際に見せてもらったり、地域の人から話を聞いたりすることもある。そうしたことを通して、子ど

もは、自分だけでは気付かなかったことを知ることで遊びがより楽しくなることや、情報を伝え合うこ

とのよさを実感していく。また、地域の公共の施設などを訪れることで、その場所や状況に応じた行動

をとりながら大切に利用するなどのことを通して、社会とのつながりなどを意識するようにもなってい

く。 

保育士等は子どもの関心に応じて、絵本や図鑑や写真、新聞やインターネットで検索した情報、地域

の掲示板から得られた情報などを、遊びに取り入れやすいように見やすく保育室に設定するなどの工夫
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をし、子どもの情報との出会いをつくっていく。その際、家族から聞いたり自分で見付けたりするなど

子どもなりに調べたことを加えたり、遊びの経過やそこで発見したことなどを、子どもが関わりながら

掲示する機会をもったりすることも考えられる。時には保育士等がモデルとなり、情報を集める方法や

集めた情報の活用の仕方、そのことを周囲に伝える方法などがあることに気付かせ、子どもが楽しみな

がら体験できるようにすることが大切である。 

こうした幼児期の身近な社会生活との関わりは、小学校生活において、相手の状況や気持ちを考えな

がらいろいろな人と関わることを楽しんだり、関心のあることについての情報に気付いて積極的に取り

入れたりする姿につながる。また、地域の行事や様々な文化に触れることを楽しんで興味や関心を深め、

地域への親しみや学びの場を広げていくことにつながっていく。 

 

カ 思考力の芽生え 

身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたりし、考えたり、

予想したり、工夫したりするなど、多様な関わりを楽しむようになる。また、友達の様々な考えに触れ

る中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え直したりするなど、新しい考え

を生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにするようになる。 

 

思考力の芽生えは、領域「環境」などで示されているように、周囲の環境に好奇心をもって積極的に

関わりながら、新たな発見をしたり、もっと面白くなる方法を考えたりする中で育まれていく。なお、

思考力の芽生えは、領域「環境」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく活

動全体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、身近な事象に積極的に関わる中で、物の性質や仕組みなどを感じ取ったり、気付いたりす

るようになる。卒園を迎える年度の後半になると、遊びや生活の中で、物の性質や仕組みなどを生かし

て、考えたり、予想したり、工夫したりするなど、身近な環境との多様な関わりを楽しむようになる。

また、友達の様々な考えに触れる中で、自分と異なる考えがあることに気付き、自ら判断したり、考え

直したりするなど、新しい考えを生み出す喜びを味わいながら、自分の考えをよりよいものにしようと

する姿が見られるようにもなる。 

例えば、数人の子どもたちが友達と砂場でゆるやかなＶ字型に樋をつなげて遊んでいるときに、片方

の樋の端からバケツで水を流すと、水がもう一方の樋の方に上って流れ込むことを発見する。いつもと

違う水の流れ方に興味をもち、空のペットボトルをロケットに見立てて手前の樋に置き、水を流して反

対側の樋から飛び出させるという遊びに発展する。なかなかうまくいかないが、「もっとたくさん水がい

るんじゃない」「ああ、今度は強すぎだ」「じゃあ、少しずつ流してみる」などと友達と考えを出し合い、

水の量や流す勢いを変えながら、繰り返し試す。しばらく試した後、バケツ一杯に汲んだ水を、始めは

ゆっくりと流し出し、半分ほど流したところで、勢いをつけて一気に全部流すとうまくいくことを発見

する。ペットボトルは水の勢いに合わせて、始めはゆっくりと手前の樋から流れ出し、最後は勢いよく

反対側の樋の先端から飛び出す。子どもたちは「やったあ」「大成功」と言って喜び合い、遊びが続いて

いく。 

保育士等は、子どもが不思議さや面白さを感じ、こうしてみたいという願いをもつことにより、新し

い考えが生み出され、遊びが広がっていくことを踏まえる必要がある。このため、保育士等には、環境
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の中にあるそれぞれの物の特性を生かしつつ、その環境から子どもの好奇心や探究心を引き出すことが

できるような状況をつくるとともに、それぞれの子どもの考えを受け止め、そのことを言葉にして子ど

もたちに伝えながら、更なる考えを引き出していくことが求められる。また、子どもが他の子どもとの

意見や考えの違いに気付き、物事をいろいろな面から考えられるようにすることやそのよさを感じられ

るようにしていくことが大切である。 

幼児期の思考力の芽生えは、小学校生活で出会う新しい環境や教科等の学習に興味や関心をもって主

体的に関わることにつながる。また、探究心をもって考えたり試したりする経験は、主体的に問題を解

決する態度へとつながっていく。 

 

キ 自然との関わり・生命尊重 

自然に触れて感動する体験を通して、自然の変化などを感じ取り、好奇心や探究心をもって考え言葉

などで表現しながら、身近な事象への関心が高まるとともに、自然への愛情や畏敬の念をもつようにな

る。また、身近な動植物に心を動かされる中で、生命の不思議さや尊さに気付き、身近な動植物への接

し方を考え、命あるものとしていたわり、大切にする気持ちをもって関わるようになる。 

 

幼児期の自然との関わり・生命尊重は、領域「環境」などで示されているように、保育所の生活にお

いて、身近な自然と触れ合う体験を重ねながら、自然への気付きや動植物に対する親しみを深める中で

育まれていく。なお、自然との関わり・生命尊重は、領域「環境」のみで育まれるのではなく、第２章

に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、保育所内外の身近な自然の美しさや不思議さに触れて感動する体験を通して、自然の変化

などを感じ取り、関心をもつようになる。卒園を迎える年度の後半には、好奇心や探究心をもって考え

たことをその子どもなりの言葉などで素直に表現しながら、身近な事象への関心を高めていく。子ども

が身近な自然や偶然出会った自然の変化を遊びに取り入れたり、皆で集まったときに保育士等がそれら

について話題として取り上げ、継続して関心をもって見たりするなどのことを通して、新たな気付きが

生まれ、更に関心が高まり、次第に自然への愛情や畏敬の念をもつようになっていく。この頃の子ども

は、身近な自然事象などに一層好奇心や探究心をもって関わり、気付いたことや考えたことを言葉など

で表現しながら、更なる関心をもって自然に触れて遊ぶようになる。 

例えば、冬に容器に入れた水が凍り、誰が一番厚い氷ができたかを比べる中で、なぜある場所に置く

と厚い氷ができるのだろうかと疑問が生まれる。子どもは実際にそれぞれの場所に行き、「こっちの方が

寒いよ。だからたくさん凍るんだ」「こっちはお日様が当たるから凍らないんじゃない」「いろんな場所

に入れ物をおいて、調べてみよう」「水に葉っぱを入れておいたらどうなるかな」などと、それぞれの子

どもがいろいろな考えを言葉で表現しながら、予想を立てたり確かめたりして考えを深め、身近な自然

に多様に関わっていく。 

また、子どもは、身近な動植物に愛着をもって関わる中で、生まれてくる命を目の当たりにして感動

したり、ときには死に接したりし、生命の不思議さや尊さに気付き、大切にする気持ちをもって関わる

ようにもなる。卒園を迎える年度の後半になると、動植物との関わりを積み重ねる中で、ただかわいが

るだけではなく、命あるものとして大切に扱おうとする姿も見られるようになっていく。 

例えば、クラスで飼育しているウサギの世話をしているとき、ケージを掃除している間に年下の子ど
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もにウサギを抱かせてあげている。掃除が終わると「あったかいでしょう」「ギュッとすると苦しいから、

やさしくね」「ずっと抱っこしてるとウサギが疲れちゃうから、そろそろお家に帰してあげようね」など

と、日頃のウサギとの関わりから感じていることを、年下の子どもに伝える姿が見られる。 

保育士等は、保育所内外の自然の状況を把握して積極的に取り入れるなど、子どもの体験を豊かにす

る環境をつくり出し、子どもが好奇心や探究心をもって見たり触れたりする姿を見守ることが大切であ

る。ときには、子どもの体験していることや気付いたことを保育士等が言葉にして伝えることによって、

子どもがそのことを自覚できるようにしたりしながら、それぞれが考えたことを言葉などで表現し、更

に自然との関わりが深まるようにすることが大切である。 

また、保育士等は、飼育や栽培を通して単に世話をすることを教えるだけでなく、動植物への親しみ

や愛着といった子どもの心の動きを見つめ、ときには関わり方の失敗や間違いを乗り越えながら、命あ

るものをいたわり大切にする気持ちをより育むように援助することが重要である。身近な動植物との関

わりの中での様々な出来事に対して、それぞれの生き物に適した関わり方ができるよう、子どもと一緒

に調べたり、子どもたちの考えを実際にやってみたり、そこで分かったことや適切な関わり方を、クラ

スの友達に伝えたりする機会をつくることも大切である。 

こうした幼児期の経験は、小学校の生活や学習において、自然の事物や現象について関心をもち、そ

の理解を確かなものにしていく基礎となる。さらに、実感を伴って生命の大切さを知ることは、生命あ

るものを大切にし、生きることの素晴らしさの自覚を深めることにつながっていく。 

 

ク 数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 

遊びや生活の中で、数量や図形、標識や文字などに親しむ体験を重ねたり、標識や文字の役割に気付

いたりし、自らの必要感に基づきこれらを活用し、興味や関心、感覚をもつようになる。 

 

子どもの数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚は、領域「環境」などで示されているように、

日常生活の中で、数量や文字等に接しながらその役割に気付き、親しむ体験を通じて育まれていく。な

お、数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚は、領域「環境」のみで育まれるのではなく、第２章

に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは遊びや生活の中で、身近にある数字や文字に興味や関心をもったり、物を数えることを楽し

んだりする場面が見られるなど、保育士等や友達と一緒に数量や図形、標識や文字などに触れ、親しむ

体験を重ねていく。卒園を迎える年度の後半になると、それまでの体験を基に、自分たちの遊びや生活

の中で必要感をもって、多い少ないを比べるために物を数えたり、長さや広さなどの量を比べたり、様々

な形を組み合わせて遊んだりすることなどを通して、数量や図形への興味や関心を深め、感覚が磨かれ

ていく。また、遊びや生活の中で関係の深い標識や文字などに関心をもちながらその役割に気付いたり

使ってみたりすることで、興味や関心を深め、感覚が磨かれていく。 

例えば、二手に分かれて行う鬼遊びを繰り返し楽しむ中で、チームの人数や陣地の広さを同じにする

必要性に気付き、自分たちで人数を数えて調整したり、陣地を歩測して確かめたりする。また、遊びに

必要なものをつくる際に、空き箱や紙などの形や大きさ、長さなどを大まかに捉え、自分のイメージに

合わせて選び、図形の特徴を生かして様々に組み合わせながら考えた通りにつくりあげていく。 

また、保育所内の各部屋などの入り口にあるマークと文字を合わせて見ながら標識がもつ機能を理解
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して、自分たちのクラスの標識や物を片付ける場所などの標識を工夫してつくったり、その過程で同じ

形の文字を発見することを楽しんだりする。さらに、文字には人に思いなどを伝える役割があることに

気付き、友達に「あしたもあそぼうね」と手紙を書きながら友達とのつながりを感じたりもする。 

保育士等は、子どもが関心をもったことに存分に取り組めるような生活を展開する中で、一人一人の

数量や図形、標識や文字などとの出会いや関心のもちようを把握し、それぞれの場面での子どもの姿を

捉え、その活動の広がりや深まりに応じて数量や文字などに親しめるよう、工夫しながら環境を整える

ことが大切である。その際、一人一人の発達の実情などに即して、関心がもてるように丁寧に援助する

とともに、幼児期には、数量や文字などについて、単に正確な知識を獲得することを目的にするのでは

ないことに十分留意する必要がある。 

こうした幼児期の数量や図形、標識や文字などへの関心や感覚は、小学校の学習に関心をもって取り

組み、実感を伴った理解につながるとともに、学んだことを日常生活の中で活用する態度にもなるもの

である。 

 

ケ 言葉による伝え合い 

保育士等や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を身に付け、

経験したことや考えたことなどを言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いたりし、言葉による 

伝え合いを楽しむようになる。 

 

言葉による伝え合いは、領域「言葉」などで示されているように、身近な親しい人との関わりや、絵

本や物語に親しむ中で、様々な言葉や表現を身に付け、自分が経験したことや考えたことなどを言葉で

表現し、相手の話に興味をもって聞くことなどを通して、育まれていく。なお、言葉による伝え合いは、

領域「言葉」のみで育まれるのではなく、第２章に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育ま

れることに留意する必要がある。 

子どもは保育士等や友達と心を通わせる中で、絵本や物語などに親しみながら、豊かな言葉や表現を

身に付けていく。また、自分の気持ちや思いを伝え、保育士等や友達が話を聞いてくれる中で、言葉の

やり取りの楽しさを感じ、そのやり取りを通して相手の話を聞いて理解したり、共感したりするように

なっていく。このような体験を繰り返す中で、自分の話や思いが相手に伝わり、相手の話や思いが分か

る楽しさや喜びを感じ、次第に伝え合うことができるようになっていく。卒園を迎える年度の後半にな

ると、伝える相手や状況に応じて、言葉の使い方や表現の仕方を変えるなど、経験したことや考えたこ

となどを相手に分かるように工夫しながら言葉で伝えたり、相手の話を注意して聞いて理解したりし、

言葉による伝え合いを楽しむようになる。 

例えば、保育士等が読み聞かせをした絵本の中に「こもれび」という言葉がある。その後の園庭で、

数名の子どもが木の下から空を見上げ、「これ、こもれびだ」「こもれびは、キラキラだよね」「こもれび

は、 

ギラギラ」「まぶしいからピカピカだ」「まぶしいのは、チカチカだよ」などと、互いの話を受け止め合

いながら会話が広がっていく。 

言葉による伝え合いを子どもが楽しむようになるためには、保育士等や友達と気軽に言葉を交わすこ

とができる雰囲気や関係の中で、伝えたくなるような体験をすることや、遊びを一緒に進めるために相
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手の気持ちや行動を理解したいなどの必要性を感じることが大切である。 

保育士等は、子どもの状況に応じて、言葉を付け加えるなどして、子ども同士の話が伝わり合うよう

に援助をする必要がある。また、絵本や物語の世界に浸り込むことで、豊かな言葉や表現に触れられる

ようにしたり、保育士等自身が豊かな表現を伝えるモデルとしての役割を果たすことで、様々な言葉に

出会う機会をつくったりするなどの配慮をすることが必要である。 

こうした幼児期の言葉による伝え合いは、小学校の生活や学習において、学級の友達と互いの思いや

考えを伝え、共感的に受け止めたり認め合ったりしながら一緒に活動する姿や、自分の伝えたいことを、

活動の目的や相手の状況などに応じて言葉を選んで伝えようとする姿などにつながっていく。特に、戸

惑いが多い入学時に自分の思いや考えを言葉に表せることは、初めて出会う教師や友達と新たな人間関

係を築く上でも大きな助けとなる。 

 

コ 豊かな感性と表現 

心を動かす出来事などに触れ感性を働かせる中で、様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感

じたことや考えたことを自分で表現したり、友達同士で表現する過程を楽しんだりし、表現する喜びを

味わい、意欲をもつようになる。 

 

幼児期の豊かな感性と表現は、領域「表現」などで示されているように、保育所の生活の様々な場面

で美しいものや心を動かす出来事に触れてイメージを豊かにし、表現に関わる経験や楽しさを積み重ね

ながら、育まれていく。なお、豊かな感性と表現は、領域「表現」のみで育まれるのではなく、第２章

に示すねらい及び内容に基づく活動全体を通して育まれることに留意する必要がある。 

子どもは、生活の中で心を動かす出来事に触れ、みずみずしい感性を基に、思いを巡らせ、様々な表

現を楽しむようになる。子どもの素朴な表現は、自分の気持ちがそのまま声や表情、身体の動きになっ

て表れることがある。また、保育士等や他の子どもに受け止められることを通して、動きや音などで表

現したり、演じて遊んだりしながら、自分なりに表現することの喜びを味わう。卒園を迎える年度の後

半になると、このような体験を基に、身近にある様々な素材の特徴や表現の仕方などに気付き、感じた

ことや考えたことを必要なものを選んで自分で表現したり、友達と工夫して創造的な活動を繰り返した

り、友達同士で表現する過程を楽しんだりして、意欲をもつようになる。 

この頃の子どもは、共通の目的に向けて、友達と一緒にそれまでの経験を生かしながら考えを出し合

い、工夫して表現することを一層楽しむようになる。 

例えば、グループで劇をつくる場面では、役に応じて話し方や動き方を工夫する、必要な衣装や道具

を身近な素材や用具などを使ってつくり上げる、効果音を考えるなど、表現すること自体を楽しむとと

もに、友達と一緒に工夫することで、新たな考えを生み出すなど、より多様に表現できるようになって

いく過程を楽しむようになる。 

保育士等は、一人一人の子どもが様々に表現する楽しさを大切にするとともに、多様な素材や用具に

触れながらイメージやアイデアが生まれるように、環境を整えていく。また、子ども同士で表現を工夫

しながら進める姿や、それぞれの表現を友達と認め合い、取り入れたり新たな表現を考えたりすること

を楽しむ姿を十分に認め、更なる意欲につなげていくことも大切である。 

こうした幼児期の経験は、小学校の学習において感性を働かせ、表現することを楽しむ姿につながる。
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これらは、音楽や造形、身体等による表現の基礎となるだけでなく、自分の気持ちや考えを一番適切に

表現する方法を選ぶなど、小学校以降の学習全般の素地になる。また、臆することなく自信をもって表

現することは、教科等の学習だけではなく、小学校生活を意欲的に進める基盤ともなっていく。 

 


